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※講師のご意向により、講演時の写真は掲載しておりません。

独占禁止法について

●独占禁止法遵守の理由
本日お話しすることに対し、コストアップの中
で医療機関等から値下げ要求されてマージンも少
ない実態を知らず、きれいごとを言っていると思
われるかもしれません。しかし、独占禁止法（独
禁法）は医薬品卸業界を特別扱いすることはして
おらず、独禁法を正確に理解しないともっと大変
な事態に陥る恐れがあることをお伝えできればと
思います。
まず、なぜ独禁法を守らなければならないのか
ですが、例えば、中国の名目GDPは1990年代以降

右肩上がりです。中国は、1990年代以前は統制的
な経済でしたが、1990年代以降から市場経済を導
入するようになり、経済が活性化して１人当たり
のGDPが右肩上がりになりました。
市場経済の重要性は、中国だけでなく日本でも
昔から分かっていました。日本では織田信長など
が楽市楽座令を出しました。市場経済とは、要す
るに企業にとって参入が容易になる、自由になる
ことです。それに伴って、企業同士の競争が活発
化します。
そうなると、消費者は商品や価格の選択肢が増
え、企業もビジネスチャンスが広がります。ただ
し、市場経済の中では、自分を相手から選んでも
らわなければ生きていくことはできません。市場

　第Ⅰ部講演では、公正取引協会の相関透氏に「独占禁止法（カルテル・談合、優越的地位の濫用）」
と題してお話しいただいた。
　相関氏は、なぜ独占禁止法を守らなければならないのかについて説明。その後、カルテル・入
札談合、優越的地位の濫用について、実際に起きた事例を挙げながら分かりやすく解説した。また、
違反者の言い訳を紹介しながら、「共同する」「共通認識の形成」「暗黙の了解」といったポイント
を挙げ、自らの意思に関わらず独占禁止法違反に認定されるリスクについて繰り返し注意を促し
た。そして、違反の可能性があれば直ちに公正取引委員会に申告することと、日頃から社内調査
を行ってコンプライアンスを徹底することを強く訴えた。

独占禁止法
（カルテル・談合、�
� 優越的地位の濫用）

令和６年５月31日（金）

13：10～14：55

第Ⅰ部講演

相関　透
公益財団法人公正取引協会 客員研究員
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医療用医薬品製造販売業公正取引協議会 専務理事

杉山 幸成

独占禁止法
（カルテル・談合、優越的地位の濫用）

メーカー公取協における
会員企業コンプライアンス確保の

取り組みについて

独占禁止法研修会
第22回

一般社団法人日本医薬品卸売業連合会・医療用医薬品卸売業公正取引協議会共催

第22回独占禁止法研修会は、令和６年５月31日（金）、集合（トラストシティ 
カンファレンス・丸の内）とオンラインのハイブリッド方式で開催しました。

◆講演内容は、当日の講演から原稿を起こし、講師校閲のうえ掲載したものです。

相関　透
公益財団法人公正取引協会 客員研究員

開会挨拶を行う
島宏幸卸公取協会長

閉会挨拶を行う
岡本総一郎卸公取協副会長

第Ⅰ部講演

第Ⅱ部講演
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